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洋上風力人材育成推進協議会

「ECOWIND※」

会員は会費を納入

発電事業者 O&M 商船・海洋

高専

⚫ 各分野の人材育成に対
するシーズ・ニーズの共有

⚫ 人材育成に関わる情報・
材料の提供・育成支援

＜取組の例＞
⚫ 出前授業＆講師派遣
⚫ カリキュラム検討協力
⚫ 補助教材・広報コンテンツの作成
⚫ 現場見学・インターンシップの機会の提供

産
業
界

教
育
機
関

産業界と教育機関をつなぐ
調整窓口として対応

協調領域への長期的な
投資として、人材育成の
活動を実施

学生や教員の教育
シーズ・ニーズの共有

EPCI 調査・分析メーカー

⚫ 2030年に10GW、2040年に30～45GWの洋上風力の案件形成
⚫ 発電事業の開発、建設、維持管理等、洋上風力の各分野で人材の供給が不

足 各分野の技術的素養の醸成
×

洋上風力業界への関心

洋上風力業界への理解を
醸成、就職の選択肢として
意識

※ Education Council 
for Offshore Wind

当面は高専に焦点

大学

【人材育成目標】
2040年約4万人

（JWPA）

ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の役割と育成目標
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ECOWINDの組織・体制

会長：山内 一橋大学名誉教授

（再エネ大量導入委員会委員長等 経済産業省/国土交通省の委員を歴任）

副会長：青山 海洋産業研究振興協会副会長

（経団連 世界省エネルギー等ビジネス推進協議会企画委員長等）

理事会（重要事項の決定）

運営委員会（通常の業務運営）
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ECOWINDの活動の特徴

１）当面は高専を対象

      ○ 全国に58校、50,000人の生徒が在籍

   ○ 統括機構として高専機構が存在

                全国展開が可能

２）各業界のリーディングカンパニーが参画

        ECOWINDの会員企業参照

３）産官学の連携（産業界、高専機構、資源エネルギー庁等）

による息の長い活動を目指す。

４）高専との活動の進捗を見つつ、更なる対象拡大を視野
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ECOWINDの会員企業

【事業者】 【調査会社】 【建設会社等】

ENEOSリニューアブル・エナジー㈱ いであ（株） 五洋建設㈱

関西電力㈱ 応用地質㈱ 清水建設㈱

九電みらいエナジー㈱ 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 住友電気工業㈱

㈱グリーンパワーインベストメント 三洋テクノマリン㈱ JFEエンジニアリング

㈱JERA （一財）日本気象協会 戸田建設㈱

住友商事㈱ 東亜建設工業㈱

東京電力リニューアブルパワー㈱ 【O＆M 対応】 日鉄エンジニアリング㈱

東京ガス㈱ ㈱北拓 深田サルベージ建設㈱

東北電力㈱ ㈱商船三井 古河電気工業㈱

丸紅洋上風力開発㈱ ㈱日本郵船 宮城建設㈱

三井物産㈱ ㈱富洋海運 カナデビア㈱

三菱商事洋上風力㈱ ㈱DENZAI

㈱ユーラスエナジーホールディングス 【政府系関係機関】

北海道電力(株) JOGMEC 6



2024 2025 2026

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

【全体スケジュール】

会員募集

設立総会（１１月１５日） ●

【副読本作成】

【高専との交流】

拠点校の先生との意見交換

ECOWIND/高専とのWS

インターンシップ

出前授業

＜第1稿作成＞ ＜ブラッシュアップ＞ ＜製本＞

(秋田）(北九州）(函館）(八戸）

ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の活動状況
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北九州視察 高専シンポジウム

高専ワークショップ

ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の活動状況

7



洋上風力と地域振興の取り組み
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地域振興に取り組む視点

建設への参画
（例①）

O＆Mへの参画
（例②）

既存インフラの活用
（例③）

漁業振興（沖合養殖等）
（例④）

風車の観光資源化
（例⑤）

地域産品の拡販

地元人材の育成

ECOWINDの活動
（函館高専との活動）

メンテナンス人材育成
（例②）

地域産業活性化 観光資源化教育・人材育成
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（例①） 石狩湾洋上風力発電建設における地元企業の参画事例

送電線
変電設備
蓄電池設備
メンテナンス倉庫建
築

清水建設㈱
日鉄エンジニアリング㈱
共同企業体

【事業者】

合同会社グリーンパワー石狩

風車部材仮置きヤード造成
風車プレアッセンブル
風車据付
海底ケーブル敷設

風車基礎/ジャケット構造
設計製作・輸送・設置

洋上関連工事

日鉄エンジ

清水建設

（鹿島建設）

北海電工
岩田地崎建設

風車製作/輸送

陸上関連工事 風車供給業者

資料提供：GPI

阿部鋼材
早川建設
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（例②） ﾒﾝﾃﾅﾝｽ人材育成～洋上風力発電O&M向けﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

資料提供：北拓
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（例③） 既存インフラの活用～港湾管理者・自治体等の役割、人材育成

経産省HPより
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（例④） 漁業振興～水産資源の漁場の創出・改善・回復

経産省HPより
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（例④） 漁業振興～自動養殖システム（Think AquacultureTM）の全体構成

既存の養殖場から沖合の
新海域まで、自動養殖を
可能にします。

【構成要素】
①「自動給餌システム」 
②「生産管理システム」 
③「大型生簀システム」

資料提供：日鉄エンジニアリング
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（例④） 漁業振興～自動給餌システムの概要：ラインナップ

資料提供：日鉄エンジニアリング
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（例⑤） 風車の観光資源化～観光資源・環境学習の場としての活用

経産省HPより
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ご清聴ありがとうございました
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